
 

 

黒
船
の
来
航 
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解
読
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亜
墨
利
加
水
軍
艦
提
督 
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ル
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）
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亜
墨
利
加
軍
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副
将 

ア
ロ
タ
ス
ン 

 

図
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嘉
永
六
丑
六
月

二
（
マ
マ
）

日
渡
来 

 
 
 

同
月
十
三
日
退
帆 

 
 
 
 

見
物
人
は
皆
諸
侯
よ
り
遣
は
さ
れ
し
先
手
衆
、 

 
 
 
 

異
人
上
陸
四
百
人
許
り
、
軍
列
調
練
終
り
、 

 
 
 
 

十
六
人
楽
人
を
出
し
て
礼
楽
す
、
而
し
て
後
、 

 
 
 
 

本
使
・
副
使
及
廿
五
将
、
帝
王
の
印
書
を
呈
す
、 

 
 
 
 

浦
賀
奉
行
戸
田
伊
豆
守
・
井
戸
鉄
太
郎 

 
 
 
 

両
人
、
下
曽
根
氏
は
大
砲
の
師
た
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〈
読
み
下
し
文
〉 
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ア
メ
リ
カ
水
軍
艦
提
督

て
い
と
く 

 
 
 
 
 
 
 

ペ
ル
リ
肖
像

し
ょ
う
ぞ
う 

図
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ア
メ
リ
カ
軍
艦 

 
 

 
 

副
将 

ア
ロ
タ
ス
ン 

 

図
Ｃ 

嘉
永

か

え

い

六
丑
六
月
二
日
渡
来 

 
 

 
 

同
月
十
三
日
退た

い

帆ほ 

 
 

 
 
 

見
物
人
は
み
な
諸
侯

し
ょ
こ
う

よ
り
遣つ

か

わ
さ
れ
し
先
手

さ

き

て

衆
し
ゅ
う

、 

 
 

 
 
 

異
人

い

じ

ん

上
陸
四
百
人
ば
か
り
、
軍
列
調
練

ち
ょ
う
れ
ん

終
わ
り
、 

 
 
 
 
 

十
六
人
楽
人

が
く
じ
ん

を
出
し
て
礼れ

い

楽ら
く

す
、
し
か
し
て
後
、 

 
 
 
 
 

本
使
・
副
使
及
び
二
十
五
将
、
帝
王

て
い
お
う

の
印
書

い
ん
し
ょ

を
呈て

い

す
、 

 
 

 
 
 

浦
賀

う

ら

が

奉
行

ぶ
ぎ
ょ
う

戸
田
伊
豆

い

ず

守
の
か
み

・
井
戸

い

ど

鉄
太
郎 

 
 

 
 
 

両
人
、
下し

も

曽
根

そ

ね

氏
は
大
砲
の
師し

た
り 

 

〈
用
語
の
解
説
〉 

・
水
軍
艦
提
督
ペ
ル
リ
…
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
ペ
リ
ー
提
督
。 

・
軍
艦
副
将
ア
ロ
タ
ス
ン
…
副
官
ア
ダ
ム
ス
参
謀

さ
ん
ぼ
う

長
ち
ょ
う

。 

・
六
月
二
日
…
嘉
永
六
（
１
８
５
３
）
年
六
月
三
日
の
誤
り
。 



 

 

〈
解
説
〉 

 
「
太
平
の
ね
む
け
を
さ
ま
す
上
喜
撰

じ
ょ
う
き
せ
ん

（
蒸
気
船
）
た
っ
た
四
は
い
（
杯
）

で
夜
も
ね
ら
れ
ず
」
は
、
黒
船
の
来
航
を
詠よ

ん
だ
狂
歌
で
あ
る
。 

 

嘉
永
６
（
１
８
５
３
）
年
６
月
３
日
、
黒
船
４
隻せ

き

が
突
如

と
つ
じ
ょ

浦
賀
沖
に
姿
を

あ
ら
わ
し
た
。
黒
船
は
防
水
・
防
腐

ぼ

う

ふ

の
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
塗
っ
た
た
め
に
黒

く
見
え
る
大
型
帆
船

は
ん
せ
ん

の
こ
と
で
、
唐か

ら

船ふ
ね

と
区
別
す
る
た
め
に
こ
う
呼
ば
れ
て

い
た
。
来
航
し
た
蒸
気
船
は
２
隻
、
艦
隊
司
令
長
官
ペ
リ
ー
提
督
が
乗
船
す

る
サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
と
ミ
シ
シ
ッ
ピ
号
で
、
あ
と
の
２
隻
は
帆
船
軍
艦
で
あ
る
。

似
顔
絵
に
は
「
亜
墨
利
加
水
軍
艦
提
督
ペ
ル
リ
」
と
あ
る
。 

 

伊
那
郡
上う

わ

穂ぶ

村
（
駒
ケ
根
市
）
の
大
沼
勝
治
は
６
月
12
日
の
日
記
に
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

 
 

江
戸
へ

唐
（
マ
マ
）

船
着
之
風
聞

ふ
う
ぶ
ん

、

尤
も
っ
と
も

い
ゝ
田
（
飯
田
）
様
・
高
遠
様
御
家

中
方
大
勢
、
右
ニ
付
御
出
府

し
ゅ
っ
ぷ

、
江
戸
殊こ

と

の
外ほ

か

騒
々

そ
う
ぞ
う

敷し
き

風
聞
有
之

こ
れ
あ
り

候
（『
大

沼
日
記
』
） 

 

黒
船
来
航
の
情
報
が
、
こ
の
地
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
知
ら
せ
を
聞
い

た
飯
田
・
高
遠
藩
の
藩
士
が
出
府
し
た
と
も
記
し
て
い
る
。 

 

当
時
の
瓦
版

か
わ
ら
ば
ん

や
錦
絵

に
し
き
え

に
は
珍
奇
な
ペ
リ
ー
の
肖
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
色
が
白
く
鼻
が
高
く
鼻
筋
が

額
ひ
た
い

よ
り
通
っ
て
い
て
、
下
は
白
目
が
ち
で

瞳
と
眉ま

ゆ

が
赤
く
、
歯
は
細
か
く
て
牙き

ば

が
あ
る
。
耳
が
大
き
く
て
髪
の
毛
が
薄

く
白
髪

し

ら

が

が
混
じ
り
渦う

ず

を
巻
く
」
と
記
さ
れ
、
天
狗

て

ん

ぐ

に
似
せ
た
も
の
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
肖
像
が
描
か
れ
た
。
模
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
副
官
ア
ダ
ム

ス
参
謀
長
の
肖
像
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
肩
章

か
た
し
ょ
う

で
あ
ろ
う
。 

 

絵
図
は
６
月
９
日
、
浦
賀
近
く
の
久
里
浜
に
ペ
リ
ー
一
行
が
上
陸
し
た
と

き
の
配
置
図
で
あ
る
。
海
上
に
は
会
津

あ

い

づ

・
忍お

し

藩
、
陸
上
で
は
川
越

か
わ
ご
え

・
彦
根

ひ

こ

ね

藩

が
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
。
三
千
人
が
警
護
に
あ
た
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の

ほ
か
に
見
物
人
も
多
数
い
た
。 

 

停
泊
中
の
黒
船
か
ら
14
艘そ

う

の
小
船
に
乗
っ
て
「
四
百
人
ば
か
り
」
が
上
陸

し
た
。「
十
六
人
楽
人
を
出
し
て
礼
楽
す
」
は
、
随
行
し
た
少
年
鼓
笛
隊
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
「
ヤ
ン
キ
ー
・
ド
ゥ
ー
ド
ゥ
ル
」
を
演
奏
し
た
と
い

う
。
日
本
で
は
「
ア
ル
プ
ス
一
万
尺
」
で
知
ら
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る
。 

 

ペ
リ
ー
一
行
は
幕
が
張
ら
れ
た
接
見
会
場
で
、
フ
ィ
ル
モ
ア
大
統
領
の

親
書

し
ん
し
ょ

を
手
渡
し
た
。
親
書
を
受
け
取
っ
た
の
が
浦
賀
奉
行
の
戸
田
伊
豆
守
氏う

じ

栄よ
し

と
井
戸
石
見

い

わ

み

守
の
か
み

弘
道

ひ
ろ
み
ち

の
両
名
で
あ
る
。
「
下
曽
根
氏
は
大
砲
の
師
た
り
」

は
、
浦
賀
奉
行
所
砲
術
師
範
で
当
日
屋
外
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
下
曽
根
金

三
郎
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
幕
府
は
開
国
を
求
め
る
親
書
を
受
け
取
り
、
翌
年
の
返
答
を
約
束
し
て
帰

国
さ
せ
た
。
翌
年
１
月
、
ペ
リ
ー
は
再
び
浦
賀
に
来
航
し
た
。
条
約
の
締
結

て
い
け
つ

を
強
硬
に
せ
ま
り
、
幕
府
は
つ
い
に
日
米
和
親
条
約
に
調
印

ち
ょ
う
い
ん

し
た
。 



 

 

 
【
参
考
文
献
】 

・
中
田
節
子
『
江
戸
び
と
の
情
報
活
用
術
』
教
育
出
版 

・
笠
原
潔
『
黒
船
来
航
と
音
楽
』〈
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
吉
川
弘
文
館 

・
小
西
四
郎
監
修
『
図
説
・
黒
船
の
時
代
』
河
出
書
房
新
社 

・
岩
下
哲
典
『
《
金
海
奇
観
》
と
幕
末
日
本
』
中
央
公
論
美
術
出
版 


